
 
 

Ⅰ 令和２年度事業報告書 
 

(令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで) 

 

 

  事業の概要               
令和２年度事業は、緑を増やし質の向上を図るとともに、今ある緑を守り育て、

次代に引き継いでいくために、緑の募金活動を積極的に推進するとともに、令和元

年６月に本県で開催された「第７０回全国植樹祭」の理念を継承し、緑化推進の意

識が県全体に広く浸透していくよう、県民の参加と協力を得て幅広い緑化活動を展

開した。 

特に、緑の募金については「緑の募金で進めよう！ＳＤＧｓ」をスローガンに掲

げ、各市町村、企業・団体等と連携して普及啓発活動を推進し、ＳＤＧｓ（持続可

能な開発目標）への貢献を果した。 

また、緑豊かで快適な愛知づくりを推進することを基本に、 ｢多様な緑に育ま 

れる豊かなあいちを築こう」、「緑とふれあう心豊かな子供たちを育てよう」及び

「豊かな森林の造成を図ろう」を推進目標として、事業計画に基づいて次のとおり

実施した。 

 

 

 

１ 森林整備・緑化推進事業（公１） 
 

( 1 )  多様な緑に育まれる豊かなあいちを築こう 
県民の緑化に対する理解を深め、県民総参加による県土緑化を目指し、

次の事業を実施した。 

   

ア 愛知県植樹祭関連事業 

春の緑化強調期間の中心的行事として、令和３年５月２９日に一宮市で開催

する県植樹祭において、一般県民等に配布する苗木を、市内の２つの小学校

が育成した。 

 

(ア) 樹   種   アジサイ    

(イ) 育 成 本 数   ３８０本    

(ウ) 参 加 者          ４０名 

 

イ 緑化木配布 

家庭緑化の推進と緑化思想の高揚を図るため、緑化木の配布を行った。 

 

(ア) 時    期   春及び秋の緑化強調期間等 

(イ) 配 布 対 象        一般県民（１１市町、１２か所） 

(ウ) 配 布 本 数        ２,５３９本 

 

 



ウ 地域緑化促進事業 

(ア) 地域緑化促進事業 

市町村、地域住民団体等による緑化活動を推進するため、次の県民参加

の緑化活動に対し、その経費の一部を助成した。 

 

事  業 内  容 実施件数 備   考 

植 樹 活 動 ・ 育 樹 活 動                  ２  森林の手入れ、樹木植栽等 

緑化普及資材配布等普及啓発      １  緑化木配布、みどりの教室等 

み ど り の 少 年 団 等 活 動                   ３  樹木植栽、小学校花壇整備等 

木 工 教 室 等 体 験 学 習              －  木工体験等 

計    ６  

注）実施件数のうち－は、新型コロナウイルスの影響により中止。 

 

(イ) 地域緑化促進事業(広域) 
広域的な緑化の推進に関する活動に対し、みどりふれあい資産を活用

し、その経費を助成した。 
 

事 業 内 容 実施件数 備   考 

全 国 植 樹 祭 関 連 活 動 － 第７０回全国植樹祭の理念継承行事 

注）実施件数のうち－は、新型コロナウイルスの影響により中止。 

 

エ みどりふれあい行事 

緑化の普及啓発をはかるため、愛知県緑化センター、愛知県緑化木生産者団
体協議会との共催により、みどりフェスティバルとして自然観察、植木・木
製品即売、グリーンガイド等「みどりとふれあう」事業を実施した。 

 

(ア) 期  日   令和２年１１月２３日～１１月２４日（２日間） 

(イ) 場  所   愛知県緑化センター 

(ウ) 参 加 者       ２０,７００人      

 

オ 緑化功労者表彰 

緑化運動の一層の発展を期するため、緑化の実践及びその運動等について特
に功労のあった、一宮平成ホタルの会始め１名８団体を表彰した。 

 

 

 

( 2 )  緑とふれあう心豊かな子供たちを育てよう 
次代を担う児童・生徒が自然と親しむとともに、その恩恵に感謝し、豊

かな心を育み、すこやかに育つことを目指して次の事業を行った。 

 

ア 学校関係緑化コンクール 

学校の環境緑化を促進し、教育環境の整備及び学校林の活用を図るととも 
に、児童生徒に緑化の重要性を認識させるため、県との共催により学校関係 
緑化コンクールを実施した。 



(ア) 募集期間    令和２年４月１日(水)～６月２６日(金) 

(イ) 入  賞    学校林等活動の部で、愛知県知事賞受賞の常滑市立三和小学校始め２

校、学校環境緑化の部で公益社団法人愛知県緑化推進委員会会長賞受

賞の岡崎市立形埜小学校始め９校、計１１校が入賞した。 

(ウ) 推  薦    優秀校を、公益社団法人国土緑化推進機構の行う全日本学校関係緑

化コンク－ルに推薦し、学校林等活動の部で、常滑市立三和小学校が

準特選の（公社）国土緑化推進機構会長賞を受賞した。 

(ｴ) そ の 他    参加校に対しては、一層の奨励のため副賞を配付した。 

 

  区 分   学校環境緑化の部 学校林等活動の部 

  参 加 校 ９ 校 ２ 校 

  入 賞 校 ９ 校 ２ 校 

 

イ 緑化ポスター原画コンクール 

小中学校等の児童生徒の緑化意識の高揚を図るため、緑化ポスター原画コン
クールを実施した。 

 

(ア) 募集期間    令和２年５月２０日（水）～９月１１日（金） 

 

(イ) 入  賞  小学生の部では、愛知県知事賞受賞で瀬戸市立水野小学校の川村澪（か

わむら みお）さん始め１８点、中学生の部では、愛知県知事賞受賞で

名古屋市立振甫中学校の䉴城小桜（みのしろ こはる）さん始め１０点、

計２８点が入賞した。 

 

(ウ) 推  薦  優秀作品は、公益社団法人国土緑化推進機構の行う令和３年用国土緑化   

運動・育樹運動ポスター原画コンクールに１０点を推薦した。 

 

  区 分 小学生の部 中学生の部 

  応 募 数     １,０１３点       ４４０点 

  入 賞 数        １８点       １０点 

 

ウ  国土緑化運動・育樹運動標語の推薦 

公益社団法人国土緑化推進機構の行う国土緑化運動・育樹運動標語の募集に

１,３７５作品（学校８１校、個人２人）の応募があり、１０作品を推薦した。 

        

エ みどりの少年団活動 

自らが自然の中で活動することによって、緑を愛する心を持つ健全な少年 

少女を育てるため、関係機関の協力を得て次の活動を行った。 

 

(ア) 育   成 

みどりの少年団の自主的な学習活動、奉仕活動、野外活動等を助長するため、その活

動費に対して助成した。 

 

 



a 対象少年団  県内の７６団（助成７４団） 

b 助 成 内 容         活動費に対して、定額［１団当たり３万円］助成 

 

(イ) 行   事 

     以下の行事への参加を支援し、組織の充実と資質の向上を図った。   

 

      a 愛知県みどりの少年団交歓会（活動発表） 

３団が参加し、書類審査の結果、岡崎市額田みどりの少年団が特選となった。 

 

b 東海地区みどりの少年団サマージャンボリー 

新型コロナウイルスの影響により中止。 

 

c 全国緑の少年団表彰 

かりがねみどりの少年団が、みどりの奨励賞を受賞した。 

 

d みどりの学習教室  

新型コロナウイルスの影響により中止。 

 

 

 

( 3 )  豊かな森林の造成を図ろう  
木材生産、県土の保全、水源の涵養、大気の浄化、保健休養等多くの機能

と効用を持つ森林を育成するため、次の事業を実施した。 

 

ア どんぐり山造成事業 

新型コロナウイルスの影響により中止。 

 

イ 県民参加の緑づくり活動推進事業 

 
(ア) 県民参加型の森づくり活動推進 

県民が参加する植樹や育樹等の緑化行事や普及啓発活動。 

a 実施団体 公益財団法人豊橋みどりの協会 

 b 実施内容 記念植樹（誕生、結婚等） 

 

(イ) 未来へつなぐ森づくり 

児童等が参加する植樹や育林等の緑化行事や普及啓発活動。 

a 実施団体 一宮市立千秋小学校 

 b 実施内容 サブ花壇周辺の整備 

 

ウ  森林ファンド事業等 

公益社団法人国土緑化推進機構が造成管理する「緑と水の森林ファンド」 

の運用益の交付等を受けて、次の事業を実施した。 

(ア) ふるさと樹木診断事業（調査研究事業） 

古くから地域の人達に愛され親しまれてきた巨樹、名木等のうち、都市化の進展や環

境変化等により、樹勢の衰えているものについて樹勢診断を実施し、保護・保存に役

立てた。 



a 診 断 樹 木        ４７本 

b 診断委託先  一般社団法人 日本樹木医会愛知県支部 

 

   (イ) みどりに親しむ集い（普及啓発事業） 

地域住民や都市と山村の交流を通して、身近な緑化や森林管理、木工工作等を体験す

ることにより、森林や緑の大切さの理解を深め、緑化思想の高揚を図るため、里山ル

ネッサンス始め２団体が実施した「みどりに親しむ集い」に助成した。 

 

(ウ) 森林ボランティア養成事業（活動基盤整備事業） 

森林整備の担い手の育成や、森林・樹木の保全等による、人と森林・木とのふれあい

等を推進するため、豊田市始め２団体に助成した。 

 

(ｴ) 森林・山村多面的機能発揮対策 

森林・山村多面的機能発揮対策愛知県協議会から委託を受け、活動組織に対する指導

等を実施した。 

  

エ そ の 他 

緑化の普及啓発等に関連のある次の行事等に協賛・支援した。 

 

    （ｱ）学校環境緑化モデル事業などの実施及び指導  

      （ｲ）愛知県緑化樹木共進会等緑化・林業関係団体の実施した諸行事 

  

 

 

２ 緑の募金事業（公２）    
 

    (1) 緑の募金 
「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づき募金を実施し、

拠出された募金を公共施設の緑化、森林の整備事業等に活用した。 

 

   ア  募 金 額        ７４,１０６,０９０ 円 

   イ  募 金 期 間       （春期） 令和２年４月１日～５月３１日 

             （秋期） 令和２年９月１日～１０月３１日 

            ※ただし、令和２年については通年の実施とした。 

   ウ  募 金 方 法         家庭・街頭・職場・企業・学校募金等 

   エ  募金の使途   公共施設の緑化や森林の整備等に関する事業費に充てた。 

 

 

 

    (2) 緑の募金推進キャンペ－ン 
５月４日（みどりの日）に愛知県緑化センターで実施する予定であった

が、新型コロナウイルスの影響により中止した。 
 

 

 

 

 

 



 ３ 緑化強調期間 
 

緑化運動の効果を一層高めるため、次のように強調期間を定めて、運動の強
化を図った。 

種 別      期   間 主 な 緑 化 行 事 等 

春の緑化 

強調期間 

 

  ４月１日～５月３１日 

(みどりの日５月４日) 

 

 緑化木配布会、記念植樹、学校関係緑化コンク

－ル等 

秋の緑化 

強調期間 

９月１日～１１月１５日 

 

 緑化木配布会、記念植樹、みどりの少年団交歓

会等 

 

 

 

 ４ 広  報  活  動  
 

緑化の重要性を広く県民に周知徹底するため、積極的な広報活動を実施した。 

 

(1) 報道機関による広報・普及活動の実施。 
 

 (2)  企業・団体等機関誌への投稿。 
 
 (3) ポスター、リーフレット、ホ－ムペ－ジ等による普及宣伝の実施。 
 
 
 
５ 会 議 等         

 

年 月 日 名  称 場   所 内       容 

令和２年 

４月３０日 

 

監  査 

 

 

愛知県 

三の丸庁舎 

 

令和元年度事業報告及び収支決算についての監事監

査 

 

◎適正な処理について確認 

令和２年 

５月１９日 

 

 

第 １ 回 

理 事 会 

 

 

 

 

みなし決議 

（書面） 

 

 

【定時総会提出議案】 

第１号議案 令和元年度収支決算について 

第２号議案 役員の選任について 

第３号議案 役員の選任に伴う定款の変更について 

第４号議案 役員の報酬等及び費用に関する規程の

制定について 

 

【理事会提出議案】 

第５号議案 事務局長任免の承認について 

第６号議案 嘱託員設置要綱の改正について 

 

◎いずれも原案どおり可決 

 



 
年 月 日 名  称 場   所 内       容 

令和２年 

６月１２日 

 

定時総会 

 

県自治セ

ンター 

 

第１号議案  令和元年度収支決算について 

第２号議案 役員の選任について  

第３号議案 役員の選任に伴う定款の変更について 

第４号議案 役員の報酬等及び費用に関する規程

の制定について 

 

◎いずれも原案どおり可決 

令和２年 

６月２６日 

 

第 ２ 回 

理 事 会 

 

愛知県庁 

本庁舎正

庁 

 

第１号議案  理事長の選定について 

第２号議案 公印規程の改正について 

 

◎いずれも原案どおり可決 

令和３年 

２月９日 

 

運営協議会 

 

愛知県議

会議事堂 

 

議題１ 令和２年度緑の募金の実績額及び使途別充

当額並びに交付金の交付先等について 

議題２ 令和３年度緑の募金の目標額及び緑の募金

による寄附金の使途計画ついて 

 

◎いずれも原案どおり可決 

令和３年 

２月１６日 

 

第 ３ 回 

理 事 会 

 

愛知県議

会議事堂 

議案 令和３年度事業計画及び収支予算について 

 

◎原案どおり可決 

 
 
 

６ 会 員 等 の 状 況   （令和３年３月３１日現在） 

 
(1) 会  員 

ア  正 会 員   １２０名 
イ 賛助会員   ２７名 

計     １４７名 
 

(2) 役  員 
ア 理   事   １８名 
イ  監   事    ２名 

計     ２０名 
 

(3) 会 長 等 
ア 会  長    １名 
イ 副 会 長     ３名 

計       ４名 
 
(4) 運営協議会委員  ９名 

 
(5) 職  員 

ア 事務局長    １名 
イ 事務職員    １名 

計      ２名 

 



 

 

 

Ⅱ 附 属 明 細 書 

 

 

  令和２年度の事業報告に関して、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律

施行規則第３４条第３項に規定されている事業報告の内容を補足する重要な事項

がないため、事業報告の附属明細書に記載する事項はない。 


